メルヘン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パスワードの解は？
（結末はあなたの協力いかんにより決まります。ハッピーエンドのストーリにしてください）
街で働いていた青年の三郎は、２１世紀はエコロジーであるとの環境派の人々のメッセージに共感して、また子供時代自然あふれるところに育ったせいもあり、思い切って田舎で暮らそうと決心して、北国のある地方の村はずれの里山の傍らに、街で稼いだお金をはたき土地を購入し、小さなログハウスを自力で建てました。数年間の田舎暮らしも板につき、今では家の周りはガーディニングの花に囲まれ、裏庭の日当たりのよい南斜面は果樹園にして、その一角に自家製のワインを造るためのぶどう園もあります。
三郎の暮らしは経済的には貧しくともスローライフの今の生活に満足しています。

さあ今日も畑に出て野良仕事です。三郎は野良仕事をするとき、必ず畑の傍らで焚き火をして煙を立ち上らせます。そうするとしばらくすると林の中から小鳥やウサギ、猿、鹿、イノシシまで現れ焚き火のそばにやってきます。三郎はいつも焚き火の傍らに彼らの食べ物を置いてやるので、最初は火を恐れていた彼らも今ではすっかり慣れて食べにやってくるのです。
お腹がいっぱいになると彼らは舞台を観ている観客よろしく、三郎に向かってヤアー大黒屋、色男もっと腰を入れて鍬を振れ！などヤジを飛ばして楽しんでいます。やがて三郎は仕事を休んで一服して彼らの間に座り雑談をします。「今年は天気がよくなかったので今年の冬はこの森に食べる物があるかな？」すると小鳥たちは「三平峠の向こうの森には、沢山木の実があったよ」と仲間達に情報をもたらします。やがて雪の冬を迎える野良仕事の最後の日、三郎は思いっきり沢山の焚き火を燃やし、大きな炎を自分の情熱の炎に見立て、信念を確固足るものにし来年以降の計画を立てます。
ガーディニングの充実とログハウスを増設して週末だけ民宿をやるか、有機野菜や果実の販売、梨狩りやぶどう狩り、でもお客が来るかなと次々とプランが沸いてきます。

やがて雪が降る冬を迎えると外に出られないので、家に中で春先に向けての準備や趣味で始めた木工細工、夜は秋に集めた薪をを暖炉に燃やし、自家製のワインも「近頃味わいが出てきたな」と思いながら、読書をしたり絵を描いたりして一冬を過ごします。
待ち遠い春がやってきて雪が解け木々が芽吹と、今年もまた野良仕事の始まりです。初出の焚き火の煙が立ち上ると、例の彼らが待ちくたびれたように集まってきます。毎年食べ物をもらったお礼に畑を手伝ってくれるのです。イノシシは鼻先で土を掘り起こし、鹿は角で土を跳ね上げるだけであまり戦力になりません。ウサギは畑の周りを飛び跳ねるだけ、猿は小さな鍬で土を懸命に耕してくれます。小鳥たちは畑に糞を撒き散らし肥やしにしてくれます。太郎はこんな暮らしを数年続けていますが何か物足りなさがあります。自分と志を同じくする仲間がいない寂しさ、三郎には満足な暮らしでも、冬は雪に閉ざされた片田舎にやってくる物好きはいません。今年も最後の野良仕事の締めくくり、大きな焚き火をしようと枯れ草を燃やそうとしたのですが、枯れ草が湿っていて煙が黙々と立ち上がり天高く上がっていくばかり。
そのとき畑の真上を偶然にも通りかかった雲に乗った天使の目に煙がしみり、彼女は足を滑らせ落っこちて枯れ草の上にドスンと大きな音を立てました。三郎は驚いて大きな音に振り向くとへこんだ枯れ草の上に、落ちる間に髪の長い瞳の澄んだ、妖精のような魅惑的な人間の姿に変身した、美しい娘が気絶して横たわっていました。三郎はすぐ抱きかかえて家に運び込み一生懸命に介抱しました。その甲斐あって一週間後に、娘は目を覚まして三郎を見て驚きましたがニッコリ微笑みました。でも現在の状態よく飲み込めません。地上から立ち上がってくる煙が目にしみて、雲の上から落ちたのまでは覚えているのですが、三郎は一週間の出来事を優しく娘に語りました。やがて娘は少しずつ元気になり家の手伝いもできるようになり、三郎もおお助かり。やがて例のごとく若い三郎に恋が芽生え、娘も三郎の視線を感じるのですがなぜか目をそらします。三郎は思い切って自分の気持ちを美しい娘に伝えました。「自然いっぱいの田舎ですが僕と一緒に暮らしてください」娘は三郎に言いました
娘は悲しそうな目をして、「私は小さいころおてんば天使でいたいたずらが過ぎ、神様がいたずらをいさめるつもりが、誤ってわたしの心に恋の扉のパスワードをかけてしまったのです」
「三郎様どうか私の心の、恋の扉にかけたパスワードを解いてください。」「そうするとわたしはあなたの愛を受け入れることができます」あなたも三郎と一緒に考えて若い二人の

　　　　　　　　　　　　　　　　三郎の愛が彼女に通じて結ばれるように手伝ってあげてください

パスワードはi.on63.408us6です

　

　　　　　　朝の通勤電車JR神戸線の２０分のまどろみの中で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職場でよく使うパスワードがなぜか頭に浮かび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これをヒントにたわいのない物語を考えた鈴木より
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